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本稿では，金属 3D プリンターで製造したジョイント部材によって，不均質・不整形な

木質部材を接合する新たな架構システムについて報告する。使用したワイヤ＆アーク付
加製造（WAAM）方式の金属 3D プリンターは，従来の方式に比べて速度と経済性に優
れ，建築・インフラ領域への展開可能性が高い。 
開発した 3D プリント接合部は，個々の接合部ごとに，形状を自由にカスタマイズでき

る。その自由度を活かすことで，製材の過程で生じる端材や不揃いな材など，これまで建
設用途では利用できなかった木材を有効活用することが可能となる。このような未利用
木材の有効化は，林業・製材業の歩留まり向上に繋がり，都市活動を通した森林資源循環
に大きく貢献する。 
提案技術の実証のため，約 30 ピースの金属 3D プリント接合部と，製材過程で生じた

未利用木材を用いて，幅 5.7m，奥行 4.5m，高さ 2.9mのモックアップの試験施工を行っ
た。 
 


